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永
　
冨
　
青
　
地

　　

現
在
、
山
梨
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
薛
王
二
先
生
教
言
』
は
、
明
万
曆
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
序
刊
の
、
明
儒
薛
瑄

（
１
）

お
よ
び
王

守
仁
の
選
集
（
合
編
）
で
あ
る
。

　

同
書
の
成
立
に
関
し
て
、
筆
者
は
「
山
梨
県
立
図
書
館
蔵
『
薛
王
二
先
生
教
言
』
に
つ
い
て
」（『
汲
古
』
第
八
十
二
号
、
二
〇
二
二
。
以
下
、
永

冨
［
二
〇
二
二
］
と
略
称
）
に
お
い
て
簡
潔
に
記
し
て
お
い
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
永
冨
［
二
〇
二
二
］
と
の
重
複
を
で
き
る
だ
け
避
け
つ
つ
、

主
と
し
て
同
書
の
内
容
お
よ
び
、
同
書
に
含
ま
れ
る
薛
瑄
と
王
守
仁
の
佚
文
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　
『
薛
王
二
先
生
教
言
』
は
現
在
確
認
さ
れ
る
限
り
、
山
梨
県
立
図
書
館
お
よ
び
中
国
の
中
央
党
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

（
２
）
。

　

山
梨
県
立
図
書
館
蔵
本
に
関
し
て
は
、『
山
梨
縣
立
圖
書
館
所
藏
漢
籍
目
録
』（
同
図
書
館
編
集
、
一
九
八
七
）
第
三
十
七
頁
（
⼦
部 

儒
家
類
）
に
、

「
⽂
淸
薛
先
⽣
教
⾔
（
薛
王
⼆
先
⽣
教
⾔
）
⼀
卷 

⽂
成
王
先
⽣
教
⾔⼀

卷 

明 

薛
瑄
・
王
守
仁 

明
萬
曆
三
⼗
序
刊 

⼀
册 

⼀
三
三
〇 

根
」
と
し
て

著
録
が
な
さ
れ
て
い
る

（
３
）

。

　

上
記
の
目
録
類
を
除
く
な
ら
ば
、
近
代
に
お
け
る
本
書
に
関
す
る
言
及
と
し
て
は
、
白
井
順
氏
が
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
薛
瑄
『
読
書
録
』

『
薛
王
二
先
生
教
言
』
に
つ
い
て
―
併
せ
て
同
書
所
収
の
佚
文
に
及
ぶ
―
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の
刊
行
と
変
容
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
一
集
、
二
〇
〇
九
）
に
お
い
て
、「
万
暦
の
曾
省
吾
が
編
集
し
た
『
薛
王
二
先
生
教
言
』、・
・
・
も
、

『
読
書
録
』
か
ら
抜
粋
し
て
抄
録
さ
れ
て
い
る
」（
同
論
文
第
一
五
四
頁
）
と
し
て
、「
文
清
薛
先
生
教
言
」
の
部
分
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。

　

山
梨
県
立
図
書
館
蔵
本
は
、
一
冊
、
全
二
巻
。
万
曆
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
序
刊
。
構
成
と
し
て
は
、「
重
刻
薛
王
二
先
生
教
言
叙
」（
万
暦
壬

寅
［
三
十
年
、
一
六
〇
二
］、
葉
煒
）（
二
丁
）、「
文
清
薛
先
生
教
言
上
篇
」（
全
九
十
条
）、「
文
清
薛
先
生
教
言
下
篇
」（
全
百
十
条
）（
上
篇
、
下
篇
を

通
し
て
二
十
一
丁
）、「
文
成
王
先
生
教
言
上
篇
」（
全
五
十
四
条
）、「
文
成
王
先
生
教
言
下
篇
」（
全
四
十
四
条
）（
上
篇
、下
篇
を
通
し
て
二
十
三
丁
）、「
薛

王
両
先
生
教
言
跋
」（
劉
文
徴
）（
二
丁
）、「
薛
王
二
先
生
教
言
跋
」（
楊
楷
）（
三
丁
）、「
跋
語
」（
趙
士
諤
）（
二
丁
）
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
框
廓

は
四
周
単
辺
、
二
十
一
・
三
×
十
五
・
〇
糎
。
半
葉
八
行
、
行
二
十
字
。
版
心
に
単
魚
尾
（
上
黒
魚
尾
）、
魚
尾
の
上
に
「
文
清
薛
先
生
教
言
」

の
部
分
に
は
「
薛
先
生
教
言
」、「
文
成
王
先
生
教
言
」
の
部
分
に
は
「
王
先
生
教
言
」、
魚
尾
の
下
に
内
容
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
「
叙
」、「
〇

上
篇
」、「
〇
下
篇
」、「
跋
」
と
記
し
、
版
心
の
下
に
丁
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
は
日
本
で
付
け
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
日
本

で
付
け
替
え
ら
れ
た
貼
り
題
箋
（
四
周
単
辺
）
に
は
「
薛
王
二
先
生
教
言　

全
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
本
書
の
序
文
「
重
刻
薛
王
二
先
生
教
言
叙
」
か
ら
、
そ
の
編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い

（
４
）
。
本
序
の
作
者
葉
煒
は
字
汝
充
、

别
号
玄
峯
、
直
隷
寧
国
府
宣
城
県
（
安
徽
省
宣
城
市
）
の
人
。
万
暦
十
四
年
（
一
五
八
六
）
の
進
士
。
餘
姚
（
浙
江
省
餘
姚
市
）
の
知
県
を
経
て
、

河
間
府
（
河
北
省
滄
州
市
西
部
）
の
知
府
と
な
る
。
浙
江
按
察
副
使
、
備
兵
寧
紹
、
浙
江
右
参
政
に
遷
り
、
万
暦
三
十
四
年
（
一
六
〇
六
）
に
致

仕
し
て
い
る

（
５
）
。

　

本
序
の
末
尾
に
お
い
て
葉
煒
が
「
頃

こ
の
ご
ろ

教
言
各
二
冊
を
獲
る
は
、
乃
ち
曾
中
丞
公
、
之
れ
を
蜀
に
梓
す
る
の
者
な
り
。
大お

ほ

都む
ね

皆
な
明
新
の
要

語
に
し
て
、
尤
も
約
に
し
て
循
ふ
べ
し
。
謬
つ
て
増
輯
を
加
へ
、
紫
薇
署
の
中
に
鐫
し
、
同
志
の
勗は

げ

ま
し
と
爲
す
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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彼
は
曾
中
丞
公
（
曾
省
吾
）
が
四
川
省
に
お
い
て
刊
刻
し
た
本
書
の
初
刻
本
に
増
訂
を
加
え
た
う
え
で
重
刻
し
た
こ
と
が
判
る
。

　

本
書
初
刻
本
の
編
者
で
あ
る
曾
省
吾
は
、
字
三
省
、
号
は
確
庵
、
江
西
九
江
府
彭
沢
県
（
江
西
省
九
江
市
彭
沢
県
）
の
人
。
嘉
靖
三
十
五
年
（
一

五
五
六
）
の
進
士
。
隆
慶
六
年
（
一
五
七
二
）
に
都
察
院
右
僉
都
御
史
に
昇
進
し
、
四
川
省
を
巡
撫
す
る
。
以
後
、
万
暦
三
年
（
一
五
七
五
）
ま

で
四
川
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
初
刻
本
の
刊
刻
は
そ
の
間
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
廷
試
読
巻
官
に
昇
進
し
、
太
子
太
保

を
加
え
ら
れ
る
も
、
万
暦
十
年
（
一
五
八
二
）
に
お
け
る
張
居
正
の
死
に
伴
い
没
落
、
失
脚
し
て
い
る

（
６
）

。

　

朱
子
学
者
で
あ
る
薛
瑄
と
陽
明
学
の
祖
た
る
王
守
仁
の
選
集
（
合
編
）
を
編
む
理
由
に
つ
い
て
葉
煒
は
、「
我
が
明
、
正
學
を
崇
び
、
薛
王
兩

先
生
の
先
後
継
起
し
、
著
す
所
に
讀
書
録
論
道
編

（
７
）

有
る
が
若
き
は
、
一
は
則
ち
精
思
實
踐
し
て
敬
に
本
づ
く
に
帰
し
、
一
は
則
ち
妙
悟
神
解
し

て
眞
詮
を
直
指
す
。
説
を
爲
す
こ
と
殊
な
る
と
雖
も
、
其
の
心
に
從
ひ
道
に
入
り
、
以
て
洙
泗
の
傳
を
續
け
統
べ
る
こ
と
、
則
ち
一
な
る
の
み
」

と
、
明
清
期
の
朱
陸
論
、
あ
る
い
は
朱
王
論
に
お
い
て
多
く
為
さ
れ
た
、
理
学
と
心
学
と
の
同
帰
論
に
よ
っ
て
正
当
化
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
８
）
。

　

一
方
、
本
書
の
出
版
の
賛
助
者
と
思
わ
れ
る
三
名
に
よ
る
、
本
書
の
跋
文
類
を
見
て
み
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
跋
文
類
を
記
し
た
三
人
は
、
本

書
の
刊
行
当
時
に
お
い
て
、
紹
興
府
の
知
府
ま
た
は
そ
の
管
轄
下
の
県
の
知
県
を
務
め
て
お
り
、
浙
江
按
察
副
使
を
務
め
た
葉
煒
と
の
地
縁
・

人
縁
に
よ
っ
て
跋
文
を
記
す
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（
９
）
。

　

ま
た
彼
ら
三
人
の
跋
に
お
い
て
も
、
葉
煒
の
序
文
と
同
様
に
、
薛
瑄
の
学
と
王
守
仁
の
学
、
ひ
い
て
は
朱
子
学
と
陽
明
学
の
同
帰
が
主
張
さ

れ
て
い
る
。

　

以
上
に
お
い
て
み
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
の
編
纂
と
流
布
は
、
明
清
期
に
お
け
る
朱
子
学
と
陽
明
学
の
同
帰
を
主
張
す
る
潮
流
に
棹
さ
す
も

の
で
あ
る
。

　

本
書
の
本
文
の
う
ち
、「
文
清
薛
先
生
教
言
」
上
下
篇
の
内
容
は
、「
文
清
薛
先
生
教
言
上
篇
」
第
九
条
を
除
き
、そ
の
全
て
が
『
読
書
録
』、『
読
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書
続
録
』
よ
り
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
さ
れ
て
い
る
内
容
及
び
順
序
か
ら
し
て
、
引
用
の
際
の
底
本
が
、
万
暦
丙
申
（
二
十

四
年
、
一
五
九
六
）
に
李
淶
等
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
版
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い（

（1
（

。

　

一
方
、「
文
成
王
先
生
教
言
」
上
下
篇
に
所
収
の
諸
条
は
、
そ
の
多
く
が
隆
慶
六
年
（
一
五
七
二
）
初
刻
、
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）

重
刻
の
『
王
文
成
公
全
書
』
に
よ
っ
て
い
る
が
、「
文
成
王
先
生
教
言
上
篇
」
第
十
八
条
、
四
十
七
条
、
四
十
九
条
、
五
十
条
、「
文
成
王
先
生

教
言
下
篇
」
第
十
八
条
、
第
三
十
二
条
の
各
条
が
朱
得
之
編
『
稽
山
承
語
』（
嘉
靖
三
十
四
年
、
一
五
五
五
成
立
）
に
よ
っ
て
い
る
ほ
か（

（1
（

、「
文
成

王
先
生
教
言
上
篇
」
の
第
十
七
条
、「
文
成
王
先
生
教
言
下
篇
」
の
第
三
十
八
条
の
各
条
が
、『
王
文
成
公
全
書
』
に
未
収
録
の
佚
文
で
あ
る
。

　
「
文
清
薛
先
生
教
言
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
『
読
書
録
』、『
読
書
続
録
』
と
、「
文
成
王
先
生
教
言
」
に
関
し
て
は
『
王
文
成
公
全
書
』
お
よ

び
『
稽
山
承
語
』
と
の
対
照
表
を
文
末
に
挙
げ
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
（
表
一
、
表
二
）。

　

対
照
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
薛
王
二
先
生
教
言
』
の
「
文
清
薛
先
生
教
言
」
お
よ
び
「
文
成
王
先
生
教
言
」
の
内
容
を
見
る
と
、

主
な
内
容
と
そ
の
配
列
に
関
し
て
は
、「
文
清
薛
先
生
教
言
」
に
お
い
て
は
『
読
書
録
』、『
読
書
続
録
』
を
、「
文
成
王
先
生
教
言
」
に
お
い
て

は
『
王
文
成
公
全
書
』
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
な
が
ら
、
名
言
を
拾
っ
て
い
っ
た
様
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
ご
と
く
、「
文

清
薛
先
生
教
言
」
に
は
、『
読
書
録
』『
読
書
続
録
』
に
見
え
な
い
内
容
が
一
条
あ
り
、
ま
た
、「
文
成
王
先
生
教
言
」
に
も
、『
稽
山
承
語
』
よ

り
の
引
用
を
除
い
て
、『
王
文
成
公
全
書
』
に
無
い
内
容
が
二
条
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
条
の
内
容
は
、
葉
煒
自
身
が
「
謬
つ
て
増
輯
を

加
へ
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
に
よ
る
増
補
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

最
後
に
、
こ
れ
ら
三
篇
の
「
佚
文
」
お
よ
び
、『
稽
山
承
語
』
よ
り
の
引
用
に
大
き
な
相
違
点
の
見
ら
れ
る
「
異
文
」
一
篇
を
挙
げ
て
お
き

た
い
。

【
佚
文
一
】（「
文
清
薛
先
生
教
言
上
篇
」
第
九
条
）
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操
存
涵
養
警
惰
矯
輕
、
由
遏
欲
存
理
之
功
、
以
至
于
廣
大
虚
明
之
地
」

【
書
き
下
し
文
】
操
存
涵
養
警
惰
矯
輕
は
、
欲
を
遏と

ど

め
理
を
存
す
る
の
功
に
由
り
て
、
以
て
廣
大
虚
明
の
地
に
至
る
。

【
現
代
語
訳
】
心
を
し
っ
か
り
と
保
持
し
養
い
怠
惰
を
戒
め
軽
は
ず
み
を
矯
正
す
る
こ
と
は
、
欲
を
防
ぎ
理
を
保
存
す
る
工
夫
に
よ
っ
て
、
広

大
か
つ
純
粋
で
明
ら
か
な
境
地
に
到
達
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

【
解
説
】
朱
子
学
の
方
法
論
に
よ
る
、
心
の
修
養
を
簡
潔
に
述
べ
た
も
の
。

【
佚
文
二
】（「
文
成
王
先
生
教
言
上
篇
」
第
十
七
条
）　　

　

謙
虛
之
功
、
與
勝
心
相
反
。
人
有
勝
心
、
爲
子
則
不
能
孝
、
爲
臣
則
不
能
敬
、
爲
弟
則
不
能
恭
、
與
朋
友
則
不
能
相
信
相
下
。
至
于
爲
君
亦

未
仁
、
爲
父
亦
未
慈
、
爲
兄
亦
不
能
友
。
人
之
惡
行
雖
有
大
小
、
皆
由
勝
心
生
出
。
勝
心
一
堅
、
則
不
復
有
改
過
徒
義
之
心
矣
。

【
書
き
下
し
文
】
謙
虛
の
功
は
、
勝
心
と
相
ひ
反
す
。
人
に
勝
心
有
れ
ば
、
子
と
爲
れ
ば
則
ち
孝
た
る
こ
と
能
は
ず
、
臣
と
爲
れ
ば
則
ち
敬
た

る
こ
と
能
は
ず
、
弟
と
爲
れ
ば
則
ち
恭
た
る
こ
と
能
は
ず
、
朋
友
と
與
に
す
れ
ば
則
ち
相
ひ
信
じ
相
ひ
下
る
こ
と
能
は
ず
。
君
と
爲
る
に
至
り

て
も
亦
た
未
だ
仁
な
ら
ず
、
父
と
爲
る
も
亦
た
未
だ
慈
な
ら
ず
、
兄
と
爲
る
も
亦
た
友
な
る
こ
と
能
は
ず
。
人
の
惡
行
に
大
小
有
り
と
雖
も
、

皆
な
勝
心
の
生
ず
る
に
由
り
て
出
づ
。
勝
心
一
た
び
堅
け
れ
ば
、
則
ち
復
た
過
ち
を
改
め
義
に
徒
る
の
心
有
ら
ざ
る
な
り
。

【
現
代
語
訳
】
謙
虛
で
あ
ろ
う
と
す
る
工
夫
は
、
勝
心
（
勝
ち
た
い
と
思
う
心
）
と
反
対
の
も
の
で
あ
る
。
人
に
勝
心
が
あ
る
な
ら
ば
、
子
と
し

て
は
孝
で
あ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
臣
と
し
て
は
敬
で
あ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
弟
と
し
て
は
恭
で
あ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
朋
友
と
共
に
い
れ
ば
互

い
に
信
じ
互
い
に
へ
り
く
だ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
君
主
と
な
る
に
至
っ
て
も
ま
だ
仁
で
は
な
く
、
父
と
な
っ
て
も
ま
だ
慈
で
は
な
く
、
兄
と

な
っ
て
も
友
（
親
し
む
こ
と
）
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
人
の
悪
行
に
は
大
小
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
み
な
勝
心
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
出

現
す
る
の
だ
。
勝
心
が
堅
く
な
る
な
ら
ば
、
過
ち
を
改
め
正
義
へ
と
移
ろ
う
と
す
る
心
が
生
じ
る
こ
と
は
二
度
と
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
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【
解
説
】
勝
心
（
勝
ち
た
い
と
思
う
心
）
の
害
を
「
謙
虛
之
功
」
と
の
対
比
に
お
い
て
強
調
し
、
人
の
悪
行
は
す
べ
て
勝
心
に
よ
っ
て
出
現
す
る

と
断
言
し
て
い
る
。
本
条
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
王
守
仁
は
勝
心
に
対
し
て
繰
り
返
し
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
お
り
、「
勝
心
舊
習
之
爲
患
、
賢
者

不
免
焉
」（
勝
心
舊
習
の
患
ひ
を
爲
す
は
、
賢
者
も
焉
れ
を
免
れ
ず
）（『
王
文
成
公
全
書
』
巻
七
、「
象
山
文
集
序　

庚
辰
」）
と
し
て
い
る
。

【
佚
文
三
】（「
文
成
王
先
生
教
言
下
篇
」
第
三
十
八
条
）

　

人
之
是
非
毀
譽
、
如
水
之
濕
、
如
火
之
熱
、
久
之
必
見
。
豈
能
終
掩
其
實
者
。
故
有
其
事
、
不
可
辯
也
。
無
其
事
、
不
必
辯
也
。
無
其
事
而

辯
之
、
是
自
謗
也
。
有
其
事
而
辯
之
、
是
益
增
己
之
惡
而
甚
人
之
怒
也
。
皆
非
所
以
自
脩
而
平
物
也
。

【
書
き
下
し
文
】
人
の
是
非
毀
譽
は
、
水
の
濕
る
が
如
く
、
火
の
熱
き
が
如
く
、
之
れ
を
久
し
く
し
て
必
ず
見

あ
ら
は

る
。
豈
に
能
く
終つ

ひ

に
其
の
實
な

る
者
を
掩
は
ん
。
故
に
其
の
事
有
る
や
、
辯
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
事
無
き
や
、
必
ず
し
も
辯
ぜ
ざ
る
な
り
。
其
の
事
無
く
し
て
之
れ
を

辯
ず
る
は
、
是
れ
自
ら
謗そ

し

る
な
り
。
其
の
事
有
り
て
之
れ
を
辯
ず
る
は
、
是
れ
益
ゝ
己
の
惡
を
增
し
て
人
の
怒
り
を
甚
だ
し
く
す
る
な
り
。
皆

な
自
ら
脩
め
て
物
を
平
ら
か
に
す
る
所
以
に
非
ざ
る
な
り
。

【
現
代
語
訳
】
人
の
正
邪
や
毀
誉
褒
貶
は
、
水
が
湿
っ
て
お
り
、
火
が
熱
い
よ
う
に
、
し
ば
ら
く
す
れ
ば
必
ず
明
ら
か
に
な
る
も
の
だ
。
ど
う

し
て
最
後
ま
で
事
実
を
覆
い
隠
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
だ
か
ら
何
か
（
悪
い
こ
と
を
）
し
た
の
な
ら
ば
、
弁
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
悪

い
こ
と
を
）
し
て
い
な
く
と
も
、
必
ず
し
も
弁
解
は
し
な
い
。（
悪
い
こ
と
を
）
し
て
い
な
く
て
弁
解
す
る
の
は
、
自
分
自
身
を
誹
謗
す
る
こ
と
だ
。

（
悪
い
こ
と
を
）
し
て
い
て
弁
解
す
る
の
は
、
自
分
の
悪
を
増
大
さ
せ
て
人
の
怒
り
を
さ
ら
に
激
し
く
す
る
も
の
だ
。
い
ず
れ
も
自
己
修
養
に
努

め
て
行
動
を
平
穏
に
す
る
所
以
で
は
な
い
の
だ
。

【
解
説
】「
是
非
毀
譽
」に
対
す
る
弁
解
が
不
必
要
か
つ
有
害
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
王
守
仁
は「
夫
學
者
既
立
有
必
爲
聖
人
之
志
、・・・

外
面
是
非
毀
譽
亦
好
資
之
」（
夫
れ
學
者
既
に
必
ず
聖
人
と
爲
る
こ
と
有
る
の
志
を
立
て
れ
ば
、・
・
・
外
面
の
是
非
毀
譽
も
亦
た
好
く
之
れ
に
資
す
）（『
王
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文
成
公
全
書
』
巻
五
、「
答
劉
内
重　

乙
酉
」）
と
し
て
、
他
者
か
ら
の
是
非
毀
譽
は
、
聖
人
と
な
る
た
め
の
修
養
に
お
い
て
、
む
し
ろ
有
用
な
も
の

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
異
文
】（「
文
成
王
先
生
教
言
下
篇
」
第
三
十
二
条
）

　

或
問
、
犯
而
不
校
與
不
報
無
道
、
何
以
不
同
。
曰
、
有
意
無
意
耳
。
又
曰
、
犯
而
不
校
、
非
是
不
與
人
校
長
短
。
且
如
大
明
律
、
不
曾
有
罪
、

懸
法
設
科
、
人
自
犯
之
、
乃
犯
也
。
設
使
彼
有
九
分
九
釐
罪
過
、
我
有
一
釐
不
是
、
均
是
犯
法
、
非
彼
犯
我
也
。
説
不
得
不
校
、
只
當
自
反
自

責
、
必
是
我
全
無
不
是
、
彼
全
無
是
處
、
然
後
謂
之
犯
。
如
此
而
又
不
校
、
愛
敬
調
停
之
心
、
不
倦
不
厭
、
方
是
好
學
。

【
書
き
下
し
文
】
或
る
ひ
と
問
ふ
、
犯
さ
る
る
も
校
せ
ず
と
無
道
に
報
ぜ
ざ
る
と
は
、
何
を
以
て
同
じ
か
ら
ず
、
と
。
曰
は
く
、
意
有
る
と
意

無
き
と
の
み
、
と
。
又
た
曰
は
く
、
犯
さ
る
る
も
校
せ
ず
と
は
、
是
れ
人
と
長
短
を
校
せ
ざ
る
に
非
ず
。
且
つ
大
明
律
の
如
き
は
、
曾
て
罪
有

ら
ず
し
て
、
法
に
懸
け
科
を
設
く
る
は
、
人
自
ら
之
れ
を
犯
さ
ば
、
乃
ち
犯
す
な
り
。
設も

し
彼
を
し
て
九
分
九
釐
の
罪
過
を
有
ら
し
む
る
も
、

我
れ
に
一
釐
の
不
是
有
ら
ば
、
均
し
く
是
れ
法
を
犯
す
に
し
て
、
彼
、
我
れ
を
犯
す
に
は
非
ざ
る
な
り
。
校
せ
ざ
る
を
得
ず
と
説
く
は
、
只
だ

當
に
自
ら
反
し
自
ら
責
め
、
必
ず
是
れ
我
れ
に
全
く
不
是
無
く
、
彼
れ
に
全
く
是
な
る
處
無
く
し
て
、
然
る
後
に
之
れ
を
犯
す
と
謂
ふ
べ
し
。

此
の
如
く
に
し
て
又
た
校
せ
ず
、
愛
敬
調
停
の
心
、
倦
ま
ず
厭
は
ざ
る
は
、
方
に
是
れ
學
を
好
む
な
り
。

【
現
代
語
訳
】
あ
る
人
が
た
ず
ね
た
、「『
侵
害
さ
れ
て
も
争
わ
な
い
』（『
論
語
』
泰
伯
篇
）
と
『
無
道
に
対
し
て
も
報
復
し
な
い
』（『
中
庸
』
第
十

章
）
と
は
、
ど
う
し
て
違
う
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
る
、「
意
識
的
か
無
意
識
的
か
の
違
い
だ
け
だ
よ
」
と
。
さ
ら
に
お

っ
し
ゃ
る
、「『
侵
害
さ
れ
て
も
争
わ
な
い
』
と
い
う
の
は
、
人
と
優
劣
を
争
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
に
『
大
明
律
』
な
ど
で
は
、

ま
だ
罪
名
が
無
い
も
の
を
、
法
に
照
ら
し
て
規
定
す
る
の
は
、
人
が
自
分
か
ら
そ
の
罪
を
犯
し
て
こ
そ
、
罪
を
犯
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

も
し
彼
に
九
分
九
厘
の
罪
過
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
私
に
一
厘
の
正
し
く
な
い
点
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
両
者
と
も
法
を
犯
し
た
と
い
う
こ
と
で
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あ
っ
て
、
彼
が
私
を
侵
害
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
争
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く
自
己
反
省
を
行
い
自
責
の
念
を
持
ち
、

絶
対
に
自
分
に
正
し
く
な
い
点
が
全
く
無
く
、
彼
に
全
く
正
し
い
点
が
無
い
よ
う
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
こ
そ
、『
侵
害
す
る
』
と
言
う
べ
き

な
の
だ
。
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
ま
た
争
わ
ず
、
愛
し
敬
い
調
停
す
る
心
が
、「
倦
む
こ
と
も
厭
う
こ
と
も
な
い
」（『
論
語
』
述
而
篇
）
こ
と
こ

そ
が
、「
学
を
好
む
」（『
論
語
』
雍
也
篇
）
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

【
解
説
】
本
条
は
上
述
の
ご
と
く
、『
稽
山
承
語
』
第
三
十
六
条
に
類
似
の
語
が
見
ら
れ
る
が
、後
半
部
に
か
な
り
の
相
違
が
み
ら
れ
る
た
め
、「
異

文
」
と
し
て
収
録
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

本
条
に
お
い
て
は
『
大
明
律
』
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
が
、
王
守
仁
は
多
年
に
わ
た
る
官
僚
生
活
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
大
明
律
』
へ
の
言

及
は
極
め
て
少
な
く
、
本
条
の
他
に
は
、『
王
文
成
公
全
書
』
巻
九
（
別
録
一　

奏
疏
）「
申
明
賞
罰
以
厲
人
心
疏
」
に
お
け
る
、「
伏
覩
大
明
律

内
該
載
失
誤
軍
事
條
、・
・
・
」（
伏
し
て
大
明
律
内
に
軍
事
を
失
誤
す
る
の
條
を
該
載
す
る
を
覩
る
に
、・
・
・
）
と
い
う
極
め
て
形
式
的
な
言
及
が
一

か
所
あ
る
の
み
で
あ
り
、
本
条
で
の
言
及
は
貴
重
な
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
に
お
い
て
見
て
き
た
よ
う
に
、『
薛
王
二
先
生
教
言
』
は
従
来
、
研
究
者
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
明
清
期
に
お
け
る
朱
子
学
と
陽
明
学
の
同
帰
を
主
張
す
る
潮
流
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
薛
瑄
と
王
守
仁
の
佚
文
を
含
む

も
の
と
し
て
も
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、
今
後
よ
り
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

【
謝
辞
】
永
冨
［
二
〇
二
二
］
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
金
文
京
先
生
よ
り
懇
切
な
ご
示
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
山
梨
県
立
図
書
館
の
館
員
各
位
よ
り
は
、

資
料
の
複
写
に
当
た
っ
て
格
別
の
配
慮
を
賜
っ
て
い
る
。
特
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

【
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号
二
一
Ｋ
〇
〇
〇
五
六
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。】
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（
１
）
薛
瑄
（
洪
武
二
十
二
年
八
月
十
日
、
一
三
八
九
年
八
月
三
十
日
～
天
順
八
年
六
月
十
五
日
、
一
四
六
四
年
七
月
十
九
日
）
は
字
は
徳
温
、
号
敬
軒
、
山
西

河
津
（
山
西
省
運
城
市
）
の
人
。
永
楽
十
九
年
（
一
四
二
一
）
の
進
士
。
宣
德
年
間
（
一
四
二
六
～
一
四
三
五
）
の
初
め
、
監
察
御
史
を
授
か
る
。
官
は

礼
部
右
侍
郎
兼
翰
林
学
士
に
至
る
。
享
年
七
十
六
。
主
著
に
成
化
二
年
（
一
四
六
六
）
初
刻
の
『
読
書
録
』
が
あ
る
。『
明
儒
学
案
』
巻
八
（
河
東
学
案
上
）、

『
明
史
』
巻
二
八
二
に
伝
有
り
。

（
２
）
中
央
党
校
蔵
本
に
関
し
て
は
、
永
冨
［
二
〇
二
二
］
を
参
照
。

（
３
）「
根
」
は
根
津
文
庫
。
根
津
文
庫
は
明
治
期
の
実
業
家
、
政
治
家
で
あ
る
根
津
嘉
一
郎
氏
（
一
八
六
〇
～
一
九
四
〇
）
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。

（
４
）「
重
刻
薛
王
二
先
生
教
言
叙
」
の
全
文
お
よ
び
そ
の
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
は
、
永
冨
［
二
〇
二
二
］
を
参
照
の
こ
と
。

（
５
）
梅
鼎
祚
「
亞
中
大
夫
浙
江
布
政
使
司
右
叅
政
玄
峰
葉
公
行
狀
」（『
鹿
裘
石
室
集
』
巻
四
十
五
［
文
集
巻
二
十
］、『
続
修
四
庫
全
書
』
巻
一
三
七
九
、
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
）
に
拠
る
。
な
お
、
本
序
末
尾
の
「
紫
薇
署
」
と
は
本
来
、
中
書
省
の
雅
称
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
杭
州
の
浙
江
布
政
司
の
こ

と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）
以
上
の
内
容
は
、『
国
朝
列
卿
紀
』（
文
海
出
版
社
、
一
九
七
〇
）
お
よ
び
『
明
神
宗
実
録
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
八
三
）
に
拠
る
。

（
７
）『
論
道
編
』
と
い
う
書
物
は
現
存
し
な
い
。
あ
る
い
は
『
伝
習
録
』
の
こ
と
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。

（
８
）
明
清
期
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
心
学
と
理
学
の
同
帰
論
の
具
体
例
と
し
て
は
、
明
代
に
お
け
る
張
元
忭
編
『
朱
子
摘
編
』、
清
代
に
お
け
る
王
復
礼
編
『
三

子
定
論
』
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
前
者
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
張
元
忭
編
『
朱
子
摘
編
』
に
つ
い
て
」（『
人
文
社
会
科
学
研
究
』

第
四
十
八
号
、
人
文
社
会
科
学
研
究
会
、
二
〇
〇
八
）、
後
者
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
王
復
礼
編
『
三
子
定
論
』
に
つ
い
て
―
清
代
に
お
け
る
『
朱
子
晩
年

定
論
』
の
受
容
―
」（『
汲
古
』
第
八
十
号
、
二
〇
二
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
）
本
書
の
跋
文
類
三
篇
の
全
文
お
よ
び
そ
の
書
き
下
し
文
、
そ
し
て
そ
の
作
者
三
人
に
関
し
て
は
、
永
冨
［
二
〇
二
二
］
を
参
照
の
こ
と
。

（
10
）
唯
一
『
読
書
録
』、『
読
書
続
録
』
に
未
収
の
「
文
清
薛
先
生
教
言
上
篇
」
第
九
条
は
、
薛
瑄
の
文
集
で
あ
る
『
敬
軒
文
集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
佚

文
で
あ
る
。
本
条
に
関
し
て
は
、
本
文
末
尾
「
佚
文
」
の
項
を
参
照
。

（
11
）「
上
篇
」
第
十
八
条
お
よ
び
第
四
十
九
条
は
そ
れ
ぞ
れ
、『
丘
陵
学
山
』
お
よ
び
『
説
郛
続
』
巻
三
に
所
収
の
朱
得
之
編
『
宵
練
匣
』
の
第
五
条
お
よ
び
第

二
条
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
下
篇
」
第
三
十
二
条
は
『
稽
山
承
語
』
と
の
間
に
、
後
半
部
に
お
い
て
か
な
り
の
相
違
点
が
見
ら
れ
る
た
め
、「
異

文
」
と
し
て
後
掲
し
た
。
な
お
『
稽
山
承
語
』
に
関
し
て
は
、
水
野
實
、
永
冨
青
地
、
三
沢
三
知
夫
校
注
『
稽
山
承
語
』（『
中
国
文
哲
研
究
通
訊
』
第
三

巻
第
三
期
（
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
、
一
九
九
八
）
を
参
照
の
こ
と
。

　

ま
た
、「
文
成
王
先
生
教
言
」
上
下
篇
に
所
収
の
諸
条
の
内
容
の
大
部
分
は
、
巡
按
貴
州
監
察
御
史
の
陳
效
古
に
よ
っ
て
嘉
靖
三
十
四
年
（
一
五
五
五
）
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に
刊
行
さ
れ
た
、
閭
東
編
『
陽
明
先
生
文
録
』（
台
湾
中
央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館
蔵
本
。
附
録
と
し
て
、『
伝
習
録
』・『
伝
習
続
録
』・『
陽
明
先
生
遺
言
録
』・

『
稽
山
承
語
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
）
に
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
本
書
の
底
本
が
閭
東
編
『
陽
明
先
生
文
録
』
で
あ
る
可
能
性
も
検
討
す
べ
き
だ
が
、
閭

東
編
『
陽
明
先
生
文
録
』
の
附
録
の
う
ち
、現
在
の
『
伝
習
録
』
下
巻
に
相
当
す
る
『
伝
習
続
録
』
に
は
、「
文
成
王
先
生
教
言
」
下
篇
第
十
条
に
所
収
の
「
先

生
曰
聖
賢
非
無
」
条
（『
王
文
成
公
全
書
』
巻
三
、『
傳
習
録
』
下
巻
、
第
二
二
三
条
）
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
閭
東
編
『
陽
明
先
生
文
録
』
お
よ
び
『
伝
習
続
録
』
に
関
し
て
は
、
拙
著
『
王
守
仁
著
作
の
文
献
学
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
七
）
第
二
章
第
二
節
お
よ
び
第
一
章
第
二
節
を
参
照
の
こ
と
。

（
12
）『
稽
山
承
語
』
よ
り
の
引
用
も
、
葉
煒
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）『
稽
山
承
語
』
第
三
十
六
条
に
お
い
て
は
、「
非
彼
犯
我
也
」
の
後
を
、「
聖
門
之
教
只
是
自
反
自
責
、
故
曰
、
不
校
必
是
我
全
無
不
是
、
彼
全
無
是
處
、
然

後
謂
之
犯
。
如
此
而
又
不
校
、
受
敬
調
停
之
心
、
不
倦
不
厭
、
方
是
好
學
」
に
作
る
。
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【表一】「文清薛先生教言」と『読書録』、『読書続録』との対照表
（V1 は巻一。『読書録』、『読書続録』との相違点をカッコ内に記した。）

「文清薛先生教言」 『読書録』『読書続録』

上篇 文清薛先生教言上篇

第 1 条（人心有一息之怠） V1 第 9 条

第 2 条（因思千古聖賢埀訓） V1 第 258 条

第 3 条（舎小學四書五経） V1 第 259 条

第 4 条（匹夫之志） V1 第 256 条

第 5 条（讀書以防檢此心） V3 第 149 条

第 6 条（讀書當體認） V4 第 71 条（讀書當着實體認）

第 7 条（天地者吾之父母也） V4 第 128 条

第 8 条（工夫切要） V2 第 2 条

第 9 条（操存涵養） 佚文

第 10 条（學以静爲本） V1 第 127 条

第 11 条（心中無一物） V1 第 24 条

第 12 条（萬物不能礙天之大） V2 第 147 条

第 13 条（脩德行義之外） V1 第 98 条

第 14 条（讀書不體貼） V2 第 69 条

第 15 条（將聖賢言語） V2 第 73 条

第 16 条（鳥雀巣茂林） V2 第 105 条

第 17 条（求在外者） V2 第 201 条

第 18 条（酒色之類） V2 第 204 条

第 19 条（開巻即有與聖賢） V3 第 25 条

第 20 条（輕當矯之以重） V3 第 97 条

第 21 条（許魯齋詩曰萬般） V3 第 105 条（操心一則義理）後半

第 22 条（造化翕寂専一） V3 第 112 条

第 23 条（言不及行可耻之甚） V3 第 120 条

第 24 条（切不可隨衆） V3 第 121 条

第 25 条（君子之心欲人同其善） V3 第 281 条

第 26 条（大丈夫以正大立心） V4 第 117 条

第 27 条（識高則量大） V4 第 231 条

第 28 条（衣食之類） V4 第 299 条
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第 29 条（尋思千能百巧） V5 第 134 条

第 30 条（程子曰脩養） V5 第 195 条

第 31 条（三代之學） V6 第 126 条（註１）

第 32 条（忮心一生） V6 第 223 条

第 33 条（人開口） V7 第 121 条

第 34 条（一念之欲） V7 第 145 条

第 35 条（伯宗曰） V7 第 188 条（宗伯曰）

第 36 条（好勝人之大病） V7 第 251 条

第 37 条（節儉朴素） V7 第 253 条

第 38 条（天不以隆冬太寒） V7 第 274 条（天不以隆冬大寒）

第 39 条（迷于利欲者） V8 第 3 条

第 40 条（雷電風雨） V9 第 4 条

第 41 条（人纔動即有差） V9 第 25 条

第 42 条（造化萬物） 續 V1 第 92 条

第 43 条（消息盈虛） 續 V8 第 48 条

第 44 条（聖賢成大事業者） 續 V10 第 62 条

第 45 条（日省已過） 續 V5 第 150 条

第 46 条（吾于所為之失） V1 第 16 条

第 47 条（欲淡則心清） V1 第 56 条

第 48 条（嘗黙然） V1 第 61 条

第 49 条（聖人作經） V1 第 82 条

第 50 条（己德所以不大者） V1 第 205 条（須是盡去舊習）後半

第 51 条（若胸中無物） V1 第 214 条

第 52 条（静中有無限妙理） V1 第 222 条

第 53 条（篤志于道） V1 第 257 条（篤志此道）

第 54 条（萬起萬滅之私） V1 第 220 条

第 55 条（一念之差） V2 第 9 条

第 56 条（徳不進） V1 第 206 条

第 57 条（一念不謹） V2 第 103 条

第 58 条（導友善不納） V1 第 114 条

第 59 条（謹言乃爲） V2 第 107 条

第 60 条（用力于詞章） V3 第 14 条
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第 61 条（纔収斂身心） V3 第 108 条

第 62 条（好議論前輩） V3 第 117 条

第 63 条（愛外物好） V3 第 145 条

第 64 条（人當大著眼目） V6 第 54 条

第 65 条（愈収斂） V6 第 76 条

第 66 条（古人衣冠） V6 第 163 条

第 67 条（凝重之人徳） V6 第 54 条

第 68 条（人之邪正） V6 第 156 条

第 69 条（戯謔甚則気蕩） V7 第 117 条

第 70 条（日用間身心） V7 第 16 条

第 71 条（無行所悔） V11 第 78 条

第 72 条（人爲學至要） V11 第 6 条

第 73 条（天理無内外） V1 第 11 条

第 74 条（枚乘曰） V7 第 49 条

第 75 条（周公告成王） V3 第 152 条

第 76 条（不言而躬行） V3 第 235 条

第 77 条（作詩作文寫字） V2 第 198 条

第 78 条（知理而行者） V4 第 45 条

第 79 条（五性之用知） V4 第 162 条

第 80 条（纔舒放） V1 第 149 条

第 81 条（發奮誠心） V1 第 218 条

第 82 条（膽欲大） V3 第 227 条

第 83 条（促迫褊窄） V4 第 61 条

第 84 条（君子之出處） V4. 第 120 条

第 85 条（無欲如至） V5 第 148 条

第 86 条（人為不善者） V5 第 167 条

第 87 条（人有滿於得意） V7 第 161 条

第 88 条（輕言戯謔） V8 第 230 条

第 89 条（人知論人之是非） V10 第 32 条（人猶知論人之是非）

第 90 条（古人有曰不見） V11 第 30 条

第 91 条（無卜筮而知吉凶） V11 第 77 条

文清薛先生教言上篇終
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下篇 文清薛先生教言下篇 　

第 1 条（科目進身者） V2 第 14 条

第 2 条（爲政以法律） V1 第 39 条

第 3 条（爲學于應事） V2 第 120 条

第 4 条（大丈夫心事） V3 第 49 条

第 5 条（人須有容） V3 第 68 条

第 6 条（人所以千病） V3 第 92 条

第 7 条（取與是一大節） V4 第 156 条

第 8 条（持己得一敬字） V6 第 75 条

第 9 条（孔子曰不患無位） V1 第 35 条

第 10 条（學者之所講明） V6 第 146 条

第 11 条（一身萬物） V7 第 20 条

第 12 条（自家一箇身心） V2 第 71 条

第 13 条（老子曰身與貨） V5 第 165 条

第 14 条（錦衣玉食） V7 第 76 条（人之饗用）後半

第 15 条（深以刻薄爲戒） V1 第 86 条

第 16 条（寧人負我） V1 第 87 条

第 17 条（人之子孫） V1 第 47 条

第 18 条（勢到七八分） V1 第 47 条

第 19 条（先儒曰他山之石） V2 第 25 条

第 20 条（人未己知） V2 第 26 条

第 21 条（論事不可趨） V2 第 162 条

第 22 条（文中子曰古之從仕者） V4 第 234 条

第 23 条（観人之法聽言） V6 第 51 条

第 24 条（余直不欲） V6 第 65 条

第 25 条（忍所不能） V7 第 88 条

第 26 条（接物宜含弘） V6 第 197 条（接物大宜含弘）

第 27 条（人臣得行其志） V6 第 230 条

第 28 条（愛民而民不親者） V7 第 45 条

第 29 条（以誠感人者） V7 第 60 条

第 30 条（贈言以名位） V7 第 178 条

第 31 条（去弊當治其本） V7 第 107 条



−15−

第 32 条（處事識爲先） V9 第 56 条

第 33 条（世之廉者有三） V7 第 173 条

第 34 条（聖賢以義制心） V7 第 228 条

第 35 条（或曰人有慢己者） V7 第 250 条

第 36 条（固不可假公法） V7 第 300 条

第 37 条（爲官者切不可） V7 第 303 条

第 38 条（一命之士） V7 第 304 条

第 39 条（必能忍人） V9 第 82 条

第 40 条（許魯齋曰世間） V9 第 86 条

第 41 条（爲政須通經） V9 第 80 条

第 42 条（天下国家） 續 V5 第 20 条

第 43 条（事來只順應） 續 V1 第 202 条

第 44 条（凡處事當推功） 續 V1 第 307 条（凡事皆當推功）

第 45 条（大臣行事） 續 V1 第 7 条

第 46 条（有小廉曲謹） 續 V2 第 8 条（亦有小廉曲謹）

第 47 条（爲政通下情） V7 第 36 条

第 48 条（勿恃其不攻） V7 第 21 条

第 49 条（正以處心） V7 第 80 条

第 50 条（爲吏不可） V7 第 82 条

第 51 条（凡國家禮文制度） V1 第 40 条

第 52 条（爲官最宜） V1 第 41 条

第 53 条（嘗觀山勢） V1 第 42 条

第 54 条（厚重靜定） V1 第 130 条

第 55 条（不可乘喜） V1 第 152 条

第 56 条（須要有包含） V1 第 154 条

第 57 条（因喜而多言） V1 第 156 条

第 58 条（人能于言動） V1 第 179 条

第 59 条（君子取人之德義） V1 第 248 条

第 60 条（凡作事） V1 第 172 条

第 61 条（待下固當謙和） V1 第 169 条

第 62 条（和而敬） V1 第 164 条

第 63 条（人當自信） V1 第 163 条
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第 64 条（聞事不喜不驚者） V1 第 159 条

第 65 条（輕言輕動之人） V1 第 158 条

第 66 条（常黙最妙） V1 第 157 条

第 67 条（文中子曰僮僕） V1 第 249 条

第 68 条（不止巫祝） V2 第 74 条（當官不接異色人）後半

第 69 条（清心省事） V2 第 76 条

第 70 条（一語妄發） V2 第 109 条

第 71 条（待左右當嚴） V3 第 81 条

第 72 条（作事切須謹愼） V3 第 98 条

第 73 条（覺人詐） V3 第 69 条

第 74 条（處事了） V3 第 158 条

第 75 条（處事人） V3 第 159 条（處事大）

第 76 条（治人當有操縦） V3 第 160 条

第 77 条（嘗見人尋常事） V3 第 161 条

第 78 条（如治小人） V3 第 162 条

第 79 条（一字不可輕與人） V3 第 168 条

第 80 条（英氣甚害事） V4 第 59 条

第 81 条（輕與必濫取） V5 第 170 条

第 82 条（畧有與人計較） V5 第 180 条

第 83 条（韓魏公范文正公） V5 第 199 条

第 84 条（無欲則所行） V1 第 131 条

第 85 条（自敬則人敬之） V1 第 139 条

第 86 条（處人之難處） V1 第 140 条

第 87 条（一念之善） V9 第 84 条

第 88 条（便僻側媚） V6 第 158 条

第 89 条（荘子曰夫事） V6 第 137 条

第 90 条（左傳曰思其終也） V7 第 232 条

第 91 条（李景讓母鄭氏） V7 第 246 条

第 92 条（臨屬官公事） V7 第 331 条

第 93 条（止未作禁游民） V9 第 101 条

第 94 条（人素無實德） V7 第 166 条（人之好諛）後半

第 95 条（人亦有此理） V3 第 179 条
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第 96 条（天地之化） V5 第 63 条

第 97 条（聖人不怨天） V9 第 50 条

第 98 条（不可因人曲） V1 第 165 条

第 99 条（所見既明） V1 第 296 条

第 100 条（人譽已果） V2 第 28 条

第 101 条（立法之初） V2 第 148 条

第 102 条（覺人詐） V3 第 69 条

第 103 条（大事小事） V3 第 157 条

第 104 条（處事最當熟思） V3 第 161 条

第 105 条（爲政當以公平） V3 第 197 条

第 106 条（世有賣法） V3 第 215 条

第 107 条（婦人女子之言） V7 第 87 条

第 108 条（人之自立） V9 第 70 条

第 109 条（人不能受言者） 續 V2 第 63 条

第 110 条（名節至大） 續 V2 第 274 条

文清薛先生教言下篇終

【表二】「文成王先生教言」と『王文成公全書』、『稽山承語』との対照表

「文成王先生教言」 『王文成公全書』『稽山承語』

上篇 文成王先生教言上篇

第 1 条（人者天地萬物） 『全書』V6「答李明德丙戌」

第 2 条（三代之學） 『全書』V7「萬松書院記乙酉」

第 3 条（古者四民） 『全書』V25「節菴方公墓表乙酉」

第 4 条（謂擧業與聖人之學） 『全書』V4「（寄聞人邦英邦正）二戊寅」

第 5 条（凡看經書） 『全書』V6「答李明德丙戌」

第 6 条（孔孟之訓） 『全書』V8「壁帖壬午」

第 7 条（問上智下愚） 『全書』V1『傳習録』上巻第 109 条

第 8 条（問主一之旨） 『全書』V1『傳習録』上巻第 15 条

第 9 条（琴瑟簡編） 『全書』V3『傳習録』下巻第 302 条

第 10 条（問世道日降） 『全書』V1『傳習録』上巻第 69 条

第 11 条（問曰好色好利） 『全書』V1『傳習録』上巻第 72 条
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第 12 条（學絶道喪之餘） 『全書』V5「答劉内重乙酉」

第 13 条（君子之學求以變化） 『全書』V7「從吾道人記乙酉」

第 14 条（今之習藝者） 『全書』V21「（答儲柴墟）2 壬申」

第 15 条（今人病痛） 『全書』V8「書正憲扇乙酉」

第 16 条（古之聖賢時時） 『全書』V4「寄諸弟戊寅」

第 17 条（謙虚之功） 佚文

第１8 条（或問客気） 『稽山承語』第 29 条『宵練匣』第 5
条（註２）

第 19 条（若解向裏） 『全書』V1『傳習録』上巻第 66 条（道
一而已）後半

第 20 条（因論某人在涵養上） 『全書』V1『傳習録』上巻第 116 条（因
論先生之門某人在涵養上）

第 21 条（吾輩用功） 『全書』V1『傳習録』上巻第 99 条（希
淵問聖人可學）後半

第 22 条（聖人之心纎塵） 『全書』V4「答黄宗賢應原忠辛未」

第 23 条（人之学而弗成者） 『全書』V7「贈林以吉帰省序辛未」

第 24 条（學者既立） 『全書』V5「答劉内重乙酉」

第 25 条（良知者心之本體） 『全書』V2『傳習録』中巻「答陸原
靜書」

第 26 条（良知不由見聞） 『全書』V2『傳習録』中巻「答羅整
菴少宰書」

第 27 条（性無不善） 『全書』V2『傳習録』中巻「（答陸原
靜書）又」

第 28 条（良知本來自明） 『全書』V2『傳習録』中巻「（答陸原
靜書）又」

第 29 条（気淫者） 『全書』V7「贈王堯卿序辛未」（『全書』
では「気浮者」）

第 30 条（躁於其心者） 『全書』V7「觀德亭記戊寅」

第 31 条（行之明覺） 『全書』V2『傳習録』中巻「答顧東
橋書」

第 32 条（合得本體） 朱得之『稽山承語』第 20 条（『稽山
承語』では「合著本體」

第 33 条（衆方囂然） 『全書』V24「示徐曰仁應試丁卯」

第 34 条（夫良知一也） 『全書』V2『傳習録』中巻「答陸原
靜書」
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第 35 条（勿以無過爲聖賢） 『全書』V21「（答徐成之）二壬午」

第 36 条（種樹者） 『全書』V1『傳習録』上巻第 115 条

第 37 条（只存得此心） 『全書』V1『傳習録』上巻第 79 条

第 38 条（或問爲學） 『全書』V1『傳習録』上巻第 103 条

第 39 条（夫物理不外） 『全書』V2『傳習録』中巻「答顧東
橋書」

第 40 条（君子之學務求在己） 『全書』V6「答友人丙戍」

第 41 条（本心之明） 『全書』V4「寄諸弟戊寅」

第 42 条（自家痛痒） 『全書』V2『傳習録』中巻「啓問道
通書」

第 43 条（世間無志之人） 『全書』V6「寄鄒謙之丙戌」

第 44 条（口之于甘苦也） 『全書』V7「贈鄭德夫歸省序乙亥」

第 45 条（先生曰德有本） 『全書』V7「紫陽書院集序乙亥」

第 46 条（澄問有人夜怕鬼者） 『全書』V1『傳習録』上巻第 40 条

第 47 条（諸君聞吾之言） 『稽山承語』第 44 条

第 48 条（曾子病革） 『全書』V21「（答儲柴 2 壬申」

第 49 条（道無形體） 『稽山承語』第 10 条冒頭部『宵練匣』
第 2 条

第 50 条（有一等淵黙） 『稽山承語』第 40 条末尾

第 51 条（若近世之訓蒙） 『全書』V2『傳習録』中巻「訓蒙大
意示教讀劉伯頌等」

第 52 条（心猶水也） 『全書』V7「別黄宗賢歸天台序壬申」

第 53 条（凡後世美質） 『全書』V4「寄諸用明辛未」

第 54 条（見得自己心體） 『全書』V1『傳習録』上巻第 66 条（道
一而已）後半

文成王先生教言上篇終

下篇 文成王先生教言下篇

第 1 条（脩己治人） 『全書』V4「答徐成之辛未」

第 2 条（天下事） 『全書』V4「與王純甫壬申」

第 3 条（人在仕途） 『全書』V6「與黄宗賢丁亥」

第 4 条（聖人之心） 『全書』V2「答顧東橋書」

第 5 条（堯舜之道） 『全書』V2「（答聶文蔚）二」

第 6 条（凡人言語） 『全書』V6「與黄宗賢丁亥」
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第 7 条（後世大患） 『全書』V6「（寄鄒謙之）三丙戌」

第 8 条（科第以致身） 『全書』V22「送聞人邦允序」

第 9 条（簿書訟獄） 『全書』V3『傳習録』下巻第 218 条（有
一屬官）後半

第 10 条（先生曰聖賢非無） 『全書』V3『傳習録』下巻第 223 条

第 11 条（眼前路逕） 『全書』V5「答劉内重乙酉」

第 12 条（聖賢處末世） 『全書』V4「寄希淵壬申」

第 13 条（曾見有惡惡臭） 『全書』V2『傳習録』中巻「答歐陽
崇一」

第 14 条（君子與人） 『全書』V21「答儲柴墟壬申」

第 15 条（如問詞訟） 『全書』V3『傳習録』下巻第 218 条（有
1 屬官）後半（如問一詞訟）

第 16 条（以循理爲主） 『全書』V1『傳習録』上巻第 28 条（問
寧靜存心時）後半

第 17 条（變化氣質） 『全書』V4「與王純甫壬申」

第 18 条（一友初作尹） 佚文

第 19 条（立法而考之） 『全書』V7「別王純甫序辛未」

第 20 条（君子之致權） 『全書』V21「（寄楊邃庵閣老）二癸未」

第 21 条（問尋常意思） 『全書』V1『傳習録』上巻、第 104
条（崇一問尋常意思）

第 22 条（君子論事） 『全書』V21「（答徐成之）二壬午」

第 23 条（聖人到位） 『全書』V1『傳習録』上巻第 30 条（知
識不長進）後半

第 24 条（柔遠人） 『全書』V18「綏柔流賊五月」

第 25 条（非笑詆毀） 『全書』V8「書顧維賢巻辛巳」

第 26 条（如素富貴） 『全書』V1『傳習録』上巻第 67 条（問
名物度数）後半

第 27 条（精神道徳） 『全書』V1、『傳習録』上巻第 54 条

第 28 条（昔之君子） 『全書』V5「（與陸元靜）二壬午」

第 29 条（只怕鏡不明） 『全書』V1『傳習録』上巻第 21 条（問
聖人應變）後半

第 30 条（盈虛消息） 『全書』V25「徐昌穀墓誌銘辛未」

第 31 条（務實之心重一分） 『全書』V1『傳習録』上巻第 105 条（先
生曰爲學大病）後半
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第 32 条（或問犯而不校） 『稽山承語』第 36 条に類似の語あり
（ただし後半部にかなりの相違がみら
れる）

第 33 条（言語無序） 『全書』V1『傳習録』上巻第 80 条

第 34 条（專事無爲） 『全書』V1『傳習録』上巻第 11 条（愛
問文中子）後半

第 35 条（三子所謂） 『全書』V1『傳習録』上巻第 29 条（問
孔門言志）後半

第 36 条（神仙之學） 『全書』V5「與陸元靜辛巳」

第 37 条（問冲擧有諸） 『全書』V25「徐昌穀墓誌銘辛未」

第 38 条（人之是非） 佚文

第 39 条（有道之士） 『全書』V6「答南元善丙戌」

第 40 条（今之調養者） 『全書』V24「示徐曰仁應試丁卯」

第 41 条（古禮之存于世者） 『全書』V6「（寄鄒謙之）二丙戌」

第 42 条（用兵之法） 『全書』V18「綏柔流賊五月」

第 43 条（随事就事上） 『全書』V2「（答聶文蔚）二」（随時
就事上）

第 44 条（君子之學終身） 『全書』V2『傳習録』中巻、「答歐陽
崇一」

文成王先生教言下篇終

（註１）巻六の条数には、巻六冒頭の「讀陰符經雜言」を含めない。以下、巻六の条
数は同様とする。
（註２）本条はまた、『明儒学案』巻二十五、「明經朱近齋先生得之」、「語録」第五条
にほぼ同文が収録されている。




